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5年越しの我が家
お盆に町内で特例宿泊
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町
役
場
大
川
原
連
絡
事
務
所
前
の
栗
の
木
に
、
栗
が
実
っ
て

い
ま
し
た
。

栗
と
い
え
ば
、
町
内
で
は
野
上
の
「
一
俵
栗
」
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
俵
も
の
実
が
採
れ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
残

る
大
木
で
、
見
る
者
を
圧
倒
す
る
存
在
感
で
す
。
涼
し
い
山
中

に
あ
る
た
め
か
、
大
川
原
の
木
と
比
べ
る
と
実
は
ま
だ
小
ぶ
り

で
し
た
。

撮
影
し
た
の
は
８
月
の
上
旬
。
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
一
日

で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
青
々
と
し
た
実
で
し
た
が
、
秋
の
訪
れ
を

感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

お
お
く
ま
点
描

クイズ「目指せ！おおくMASTER ★」
おおちゃんクイズ（地域問題）	 Q・�大熊町の観光名所で、動物の背が名前の由来となって

いる場所は？
くうちゃんクイズ（方言問題）	 Q・「いっきあう」とはどんな意味？

大熊町に関する郷土・方言問題を町民の方から募集しています。
問大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
 kyoikusoumu@town.okuma.fukushima.jp
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かわらばんるさと
町の今、お伝えします

　町内で着々と進む復興などの様子を、国・県・町が一体となりお知らせします。

　今回は、熊川地区の海岸の災害復旧に向けた測量調査等について紹介します。

大熊町役場会津若松出張所
☎0120-26-3844
  いわき出張所　  
☎0120-26-5671

　復興事業課では、町

道・農道等を中心に、

毎月町内パトロールを

実施しています。

　今回は水路の復旧工

事と昔虫取りをした木

を紹介します。

町
内

パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　通
信

○
水
路
の
復
旧
工
事
（
写
真
・
右
）

　
防
火
用
水
等
の
確
保
の
た
め
、

災
害
で
壊
れ
た
水
路
の
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
修
理
さ

れ
水
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
水

路
か
ら
聞
こ
え
る
水
音
に
、
特
例

宿
泊
を
さ
れ
た
町
民
の
方
か
ら

「
癒
さ
れ
た
」
と
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も

町
内
の
水
路
の
復
旧
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

○
子
ど
も
時
代
の
夏
の
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　（
写
真
・
左
）

　
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
、
昔
虫
取
り

を
し
た
木
を
見
つ
け
ま
し
た
。
カ

ナ
ブ
ン
や
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
数
匹

が
樹
液
を
吸
っ
て
い
ま
し
た
。
時

間
帯
が
日
中
だ
っ
た
の
で
カ
ブ
ト

ム
シ
は
一
匹
だ
け
で
し
た
が
、
馴

染
み
の
木
を
見
上
げ
て
、
子
ど
も

時
代
の
夏
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

ま
し
た
。
　

　
８
月
９
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

千
葉
県
立
東
葛
飾
高
等
学
校
医
歯

薬
部
１
年
生
40
名
が
大
川
原
地
区

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
被
災
地
を
訪
問
し
現
場
で
直
に

見
聞
き
す
る
こ
と
か
ら
、
復
興
の

課
題
と
現
状
に
つ
い
て
検
討
し
、

将
来
の
医
療
従
事
者
と
し
て
志
を

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
視
察

研
修
会
で
す
。

　
現
地
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
得
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
学
校
側

の
強
い
想
い
か
ら
、
今
年
も
研
修

の
地
に
大
熊
町
を
選
び
、
視
察
研

修
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
高
校
生
た
ち
は
、
被
災
時
の
町

職
員
の
体
験
談
や
震
災
以
降
の
大

熊
町
の
説
明
に
対
し
、
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
説
明
終
了
後
に
は
、「
避
難
所

で
必
要
と
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
ど
の
よ
う
な
作
業
を
し
て
い
た

の
か
」「
な
ぜ
避
難
先
を
何
度
も

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
」
な
ど
熱
心
な
問
い
も
あ
り

ま
し
た
。

　
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
対
し
、
未
来
の
医
療
従
事

者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ

ば
よ
い
か
、
高
校
生
た
ち
は
「
被

災
地
」
を
肌
で
感
じ
取
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

5 年ぶりに復旧した水路5年ぶりに復旧した水路

カブトムシのメスを発見カブトムシのメスを発見

千
葉
県
立
東
葛
飾
高
校

　医
歯
薬
部

　
　１
年
生
40
名
が
大
川
原
地
区
で
視
察
研
修

職員の説明に聞き入る高校生たち職員の説明に聞き入る高校生たち

熊
川
地
区
の
災
害
復
旧
に
向
け
た
測
量
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
福
島
県
で
は
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
熊
川

お
よ
び
熊
川
地
区
海
岸
の
災
害
復

旧
を
行
う
た
め
、
次
の
通
り
測
量

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
測
量
作
業
の
際
に
は
、
作
業
員

が
一
時
的
に
皆
さ
ま
の
土
地
に
立

入
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
調
査
範
囲
　
　
　

　
熊
川
字
八
坂
地
内
外

　（
左
図
の
赤
枠
で
囲
ん
だ
区
域
）

○
調
査
期
間
　
　
　

　
平
成
28
年
9
月
12
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
29
年
３
月
24
日

○
作
業
機
関
　
　
　

　
日
栄
地
質
測
量
設
計
株
式
会
社

　
福
島
県
富
岡
土
木
事
務
所

　
河
川
・
海
岸
課
　
　
　
　
　
　

　
　
０
２
４
０
（
23
）
６
６
１
５

　
い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

環
境
省

　除
染
と

家
屋
の
解
体
申
請
相
談
窓
口

○
除
染
の
相
談

　
環
境
省
　
現
地
除
染
相
談
室

　
　
０
１
２
０(

３
６
０)

１
１
１

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　
会
津
支
所

　
　
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

○
被
災
家
屋
の
解
体
申
請
の
相
談

　
対
象
区
域
は
大
川
原
地
区
、
中

屋
敷
地
区
の
全
域
お
よ
び
下
野
上

地
区
で
現
在
除
染
を
行
っ
て
い
る

区
域
で
す
。

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　
会
津
支
所

　
　
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

中
間
貯
蔵
施
設

　保
管
場
へ
の
輸
送

○
除
染
土
壌
等
の
輸
送
に
つ
い
て

（
7
月
11
日
〜
８
月
10
日
）

　
大
熊
町
南
平
地
区
、
富
岡
町
、

楢
葉
町
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
の
保

管
場
へ
の
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
有
地
へ
の
学
校
な
ど

か
ら
の
搬
入
で
は
、
郡
山
市
の
中

学
校
か
ら
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
お
お

く
ま
へ
の
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所
　

　
中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所

　
調
査
設
計
課

　
　
０
２
４(

５
６
３)

１
２
９
３

　
い
わ
き
出
張
所
　
環
境
対
策
課

　
家
屋
損
壊
調
査

　
除
染
を
す
る
区
域
の
家
屋
の
解

体
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
損

壊
状
況
調
査
（
家
屋
調
査
）
が
必

要
で
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

会
津
若
松
出
張
所
　
税
務
課

問
☎

問
☎

問
☎

問
☎

問
☎

問問

測量調査範囲

い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

問問

問
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、
町
有
地
へ
の
学
校
な
ど

か
ら
の
搬
入
で
は
、
郡
山
市
の
中

学
校
か
ら
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
お
お

く
ま
へ
の
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所
　

　
中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所

　
調
査
設
計
課

　
　
０
２
４(

５
６
３)

１
２
９
３

　
い
わ
き
出
張
所
　
環
境
対
策
課

　
家
屋
損
壊
調
査

　
除
染
を
す
る
区
域
の
家
屋
の
解

体
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
損

壊
状
況
調
査
（
家
屋
調
査
）
が
必

要
で
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

会
津
若
松
出
張
所
　
税
務
課

問
☎

問
☎

問
☎

問
☎

問
☎

問問

測量調査範囲

い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

問問

問

大熊町役場各出張所の連絡先は、最終ページに掲載しています。
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山側から流れてきた地下水は、凍土壁に当ると図のように分かれて凍土壁に沿って進み、
そのまま海へと流れます。

凍土壁は通常、下水道や地下鉄の工事で短期的に地下水を止めるために使用されるのです
が、今回の凍土壁は１～４号機の建屋をぐるりと囲み、総延長約1.5㎞、凍結配管約1,550
本と、他に類を見ない規模のしくみです。配管には、約－30℃の冷却材が流れており、土
中の水を少しずつ凍らせ、最終的には拡大図のように、１枚の壁のようになります。

この凍土壁が完成すると、建屋に流入する地下水は大きく減少すると予測されています
が、凍土壁の遮水効果がどの程度なのか、遮られた地下水がどのような経路で流れるかなど、
実際に観測しなければ分からない点もあります。

　今後、凍土壁について経過観察を行い、その成果について、皆さんにお伝えしていきます。

・発電所の凍土壁は、地下水の流れを変え、汚染水の発生量を減らすために設置
している。

・地下水が流れている状態で凍らせるため、効果が出るまで時間がかかる。
・前例がない規模の凍土壁のため、実際に作ってみなければ効果が分からない点

があり、経過観察を行っている。

ここがポイント



放射性
物質教 ちゃんえておお教 ちゃんえておお
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Part17・凍土壁のしくみ

　新聞やテレビで報道される福島第一原子力発電所関連のニュース
の中で、「凍土壁」という単語を目にする機会が増えています。皆
さんは、この「凍土壁」のしくみや発電所の中でどのような役割を
担っているかご存知ですか？
　今回は、この凍土壁について説明します。

　現在、発電所の建屋には１日約400トンの地下水が流れ込み、原子炉内の燃料を冷却し
た後の放射性物質を含んだ水と混ざり、汚染水（放射性物質が大量に含まれた水）となって
います。汚染水は放射性物質を除去する処理が行われた後、発電所内に設置されたタンクで
保管されていますが、このタンクは汚染水が発生している限り増え続けるため、廃炉作業の
大きな障害になっているのです。
　
　そこで発電所では、汚染水を増やさないための対策として、建屋周辺の地中に氷の壁を作
り、地下水が建屋に流れ込む前にせき止めてしまおう、という計画を立てました。その地中
の壁が「凍土壁」なのです。

　この図は発電所を横から見た図です。通常、地下水は山側から海側に向かって流れ、その
途中にある建屋に流れ込みます。それを図のように、地下30ｍの深さに達する凍土壁（陸
側遮水壁）で遮り、建屋に入らないよう、流れを変えてしまうのです。
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避難
を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどのよ

うな想いを抱いているのか、直接避難先へ訪問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載させて
いただいています。
「絆おおくまふれあい通信」を通して届けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」と皆さ
まを「絆〜きずな〜」でつないでいくことができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避難先を訪問し、インタビュー取材をさせていただいています。
※掲載する文章は、インタビューした内容をもとに記者が作成しますので、インタビューをお受けいただいた方

が文章を作成する手間はございません。

おおくまふれあい通信
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「絆おおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場　会津若松出張所　総務課秘書広聴係
電話：0120-26-3844　FAX：0242-26-3794
E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応募先 絆
きずな

　絆おおくまふれあい通信では、避難されている皆さま
へ想いを伝えていただける方を募集しています。避難先
での活動や避難生活で感じていることなど、あなたの想
いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方なら
どなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。
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まちの話題

夏休み、学校図書館で有意義に
　

熊
町
・
大
野
小
は
夏
休
み
期

間
中
、
図
書
館
を
児
童
に
開
放

し
て
学
習
に
役
立
て
て
も
ら
い

ま
し
た
。
開
放
は
7
月
下
旬
の

5
日
間
。
今
年
は
町
が
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
、
よ
り
利
用
し
や

す
く
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
毎
年
参
加
し
て
い
る
「
調
べ

る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
た
め

の
調
べ
物
を
、
図
書
館
の
本
や

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
進
め
ま
し

た
。
ト
マ
ト
の
種
類
、
プ
ロ
野

球
の
球
団
、
睡
眠
に
つ
い
て
な

ど
テ
ー
マ
は
様
々
で
し
た
が
、

児
童
は
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
に
学
習

に
取
り
組
み
、
夏
休
み
を
有
意

義
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
３
次
安
倍
再
改
造
内
閣
で

新
た
に
就
任
し
た
世
耕
弘
成
経

済
産
業
大
臣
、
今
村
雅
弘
復
興

大
臣
、
山
本
公
一
環
境
大
臣
は

８
月
９
日
、
大
熊
町
内
を
相
次

い
で
訪
れ
、
町
が
復
興
拠
点
と

位
置
付
け
る
大
川
原
地
区
な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

渡
辺
利
綱
町
長
は
世
耕
経
産

相
に
対
し
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
廃
炉
・
汚
染
水
対
策

と
町
民
の
避
難
生
活
の
実
情
に

応
じ
た
賠
償
を
継
続
す
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。
世
耕
経
産
相

は
、
こ
の
日
視
察
し
た
福
島
第

一
原
発
に
つ
い
て
「
燃
料
取
り

出
し
な
ど
難
題
は
残
る
が
、
対

策
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
作

業
環
境
も
改
善
し
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

山
本
環
境
相
と
は
帰
還
困
難

区
域
の
除
染
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。「
町
の
復

興
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
」
と

し
て
、
さ
ら
な
る
除
染
を
求
め

る
渡
辺
町
長
に
対
し
、
山
本
環

境
相
は
「
今
ま
で
以
上
に
ス
ピ

ー
ド
を
上
げ
て
取
り
組
む
」
と

答
え
ま
し
た
。

経産、環境、復興の３大臣が町視察

双
葉
郡
ス
ポ

ー
ツ
交
流
大
会

が
７
月
18
日
、

広
野
町
で
開
か

れ
ま
し
た
。
大

熊
町
は
野
球
と

剣
道
に
出
場
。

野
球
は
初
戦
で

広
野
町
と
対
戦

し
、
健
闘
し
ま

し
た
が
０
対
３

で
敗
れ
ま
し

た
。
剣
道
も
初

戦
で
双
葉
町
に

惜
敗
し
ま
し

郡スポーツ大会、大熊町も出場

世耕経産相山本環境相今村復興相

双葉と対戦した大熊町の選手（左）

調べ物をする児童

　

今
村
復
興
相
に
対
し
て
は
、

町
民
居
住
地
の
96
％
を
占
め
る

今
後
の
帰
還
困
難
区
域
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
町
の
意
見
を

十
分
反
映
さ
せ
る
よ
う
改
め
て

求
め
ま
し
た
。

た
。
大
会
は
４
競
技
で
行
わ

れ
、
野
球
は
７
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
浪
江
町
が
優
勝
。
剣
道
は

８
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
富
岡
町

が
優
勝
し
ま
し
た
。

野
球
に
出
場
し
た
選
手
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町民避難所を兼ねた事務所が着工

埼玉の中高生が仮設住宅訪問

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の

廃
炉
に
携
わ
る
東
京
パ
ワ
ー
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
福
島
原
子
力
事

業
所
新
事
務
所
の
起
工
式
が
７

月
27
日
、
町
内
大
川
原
字
南
平

の
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

事
務
所
に
は
非
常
時
に
町
民
２

０
０
人
が
避
難
で
き
る
機
能
を

備
え
て
い
ま
す
。
式
で
は
同
社

の
原
英
雄
社
長
ら
が
く
わ
入
れ

し
、
工
事
の
安
全
を
願
い
ま
し

た
。
新
事
務
所
は
来
年
４
月
に

完
成
予
定
の
３
階
建
て
で
、
収

容
人
数
が
１
０
０
０
人
規
模
の

建
物
で
す
。
こ
の
う
ち
１
階
部

分
の
協
力
企
業
詰
め
所
が
非
常

時
に
避
難
所
と
な
り
ま
す
。

　

埼
玉
県
嵐
山
町
の
大
妻
嵐
山

中
学
・
高
校
の
生
徒
会
が
8
月

3
日
、
会
津
若
松
市
の
松
長
近

隣
公
園
仮
設
住
宅
を
訪
れ
、
町

民
の
避
難
生
活
に
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
訪
れ
た
の
は
生
徒
会

役
員
の
女
子
生
徒
12
人
。
各
地

で
震
災
体
験
を
伝
え
て
い
る
語

り
部
の
田
沢
憲
郎
さ
ん
か
ら
被

災
や
避
難
の
体
験
談
を
聞
き
、

田
沢
さ
ん
の
部
屋
を
見
学
し
ま

し
た
。
ま
た
町
役
場
会
津
若
松

出
張
所
に
も
立
ち
寄
り
、
町
職

員
か
ら
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
4
日
に
は
大
熊
中
生

と
も
交
流
し
ま
し
た
。

田沢さん（左）の説明を聞く中高生

起工式でくわ入れする原社長

沖縄の皆さんがヒマワリ畑見学

夏休み恒例、東大生と学習会

沖
縄
県
浦
添
市
の
印
刷
業
尚

生
堂
の
関
係
者
ら
約
30
人
が
7

月
16
日
、
町
内
大
川
原
の
ヒ
マ

ワ
リ
畑
を
見
学
し
ま
し
た
。
創

業
30
周
年
を
記
念
し
、
復
興
支

援
と
し
て
来
県
を
企
画
し
、
福

島
・
沖
縄
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

鈴
木
伸
章
副
理
事
長
の
紹
介
で

実
現
し
ま
し
た
。
一
行
は
町
役

場
大
川
原
連
絡
事
務
所
で
石
田

仁
副
町
長
、
根
本
友
子
町
農
業

委
員
会
長
ら
の
歓
迎
を
受
け
ま

し
た
。
同
社
の
与
那
覇
正
春
会

長
は
支
援
金
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ヒ
マ
ワ
リ
畑
は

ま
だ
三
部
咲
き
で
し
た
が
、
力

強
く
咲
く
姿
に
感
動
し
た
様
子

で
し
た
。

　

現
役
東
大
生
に
よ
る
学
習
会

が
夏
休
み
の
１
週
間
、
会
津
若

松
市
の
大
熊
中
仮
設
校
舎
で
開

か
れ
ま
し
た
。
大
熊
中
Ｏ
Ｂ
で

今
春
、
東
大
に
入
学
し
た
鈴
木

敦
己
さ
ん
ら
８
人
が
勉
強
を
教

え
ま
し
た
。
学
習
会
は
東
日
本

大
震
災
の
翌
年
の
春
休
み
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
鈴
木
さ
ん
は

そ
の
時
指
導
し
て
く
れ
た
東
大

生
に
あ
こ
が
れ
て
受
験
を
決
意

し
た
そ
う
で
す
。
教
え
る
立
場

で
母
校
に
戻
っ
た
鈴
木
さ
ん

は
、
真
剣
に
学
習
に
取
り
組
む

後
輩
を
見
て
「
や
り
た
い
こ
と

は
諦
め
ず
気
負
わ
ず
挑
戦
し

て
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

「後輩」にアドバイスする鈴木さん（左）

ヒマワリ畑を見学した関係者
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まちの話題

　

岩
手
県
北
上
市
の
更
木
小
児

童
と
熊
町
・
大
野
小
児
童
の
交

流
会
が
８
月
８
日
、
会
津
坂
下

町
の
県
会
津
自
然
の
家
で
開
か

れ
ま
し
た
。
更
木
地
区
と
は
避

難
後
、
も
ち
米
を
通
じ
た
交
流

が
続
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
更

木
小
の
５
、
６
年
生
８
人
を
熊

町
・
大
野
小
の
３
～
６
年
生
12

人
が
迎
え
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
協

力
し
て
生
地
を
巻
い
た
竹
を
熱

し
た
り
、
う
ち
わ
で
扇
い
だ
り

し
て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
完
成

さ
せ
、
仲
良
く
試
食
し
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
も
行
い
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

県
総
合
体
育
大
会
県
民
ス
ポ

ー
ツ
相
双
地
域
大
会
の
壮
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
８
月
７

日
、
南
相
馬
市
の
北
新
田
運
動

場
で
開
か
れ
、
大
熊
町
チ
ー
ム

は
初
戦
で
南
相
馬
市
に
10
︱
11

で
敗
れ
ま
し
た
。
大
熊
町
は
序

盤
に
大
量
失
点
す
る
苦
し
い
展

開
で
し
た
が
徐
々
に
得
点
を
重

ね
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で

追
い
詰
め
ま
し
た
。
し
か
し
時

間
切
れ
と
な
っ
て
惜
し
く
も
勝

利
を
逃
し
ま
し
た
。
同
競
技
で

は
８
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
対
戦
し
、
浪
江
町
が
優
勝
し

ま
し
た
。

岩手の児童とバウムクーヘンづくり

壮年ソフト、大熊町は惜敗

　

熊
町
・
大
野
小
合
唱
部
の
児

童
が
7
月
26
日
、
会
津
若
松
市

の
サ
ン
ラ
イ
ト
お
お
く
ま
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、

利
用
者
と
歌
で
交
流
し
ま
し

た
。「
町
の
お
年
寄
り
に
元
気

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い

か
ら
初
め
て
実
施
し
、
４
～
６

年
生
７
人
が
訪
問
し
ま
し
た
。

映
画
の
主
題
歌
を
歌
っ
た
際
に

は
登
場
人
物
の
衣
装
を
着
け
る

演
出
で
、
集
ま
っ
た
お
年
寄
り

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
声
を
そ

ろ
え
て
一
緒
に
歌
を
歌
う
場
面

も
あ
り
、
お
年
寄
り
を
喜
ば
せ

て
い
ま
し
た
。

児童がお年寄りと歌で交流

お年寄りに歌を披露する児童

バウムクーヘンをつくる児童

惜しくも敗れた大熊町チーム

復興支援員の柴田さんに委嘱状

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
業
務
を
担
当
す
る
町

の
復
興
支
援
員
に
８
月
22
日
、

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

復
興
支
援
員
と
な
っ
た
の
は
横

浜
市
出
身
の
柴
田
久
美
子
さ

ん
。
町
が
配
布
し
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
操
作
方
法
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
に
答
え
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
で
紹
介
す
る
動
画
の

編
集
補
助
も
行
い
ま
す
。
町
の

幾
橋
功
企
画
調
整
課
長
か
ら
委

嘱
状
を
受
け
た
柴
田
さ
ん
は

「
古
里
を
離
れ
る
寂
し
さ
に
寄

り
添
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。
柴
田
さ
ん
の
任

期
は
来
年
３
月
31
日
ま
で
。

委嘱状を受けた柴田さん（右）



町政懇談会を開催します
　町では、皆さまのご意見等を広くお聞きし、今後の町政に反映させることを目的と
して、10月14日から下記の日程のとおり町政懇談会を開催します。多くの皆さまの
ご参加をお願いします。

開催日 開催時間 開催地 会　　　　　　　　場

10月14日（金） 午後２時～午後４時 郡山市

ビッグパレットふくしま　プレゼンテーショ

ンルーム

（郡山市南二丁目52）

10月16日（日）
午後１時３０分～

午後３時３０分
いわき市

いわき明星大学　AV大講義室

（いわき市中央台飯野5-5-1）

10月17日（月）
午後１時３０分～

午後３時３０分
水戸市

茨城県産業会館　研修室

（茨城県水戸市桜川2-2-35）

10月21日（金）
午後１時３０分～

午後３時３０分
柏崎市

柏崎市文化会館アルフォーレ　会議室

（新潟県柏崎市日石町4-32）

10月22日（土） 午前１０時～正午 東京都
全国町村会館　ホールB

（東京都千代田区永田町1-11-35）

10月22日（土） 午後３時～午後５時 福島市
ホテル福島グリーンパレス　東の間

（福島市太田町13-53）

10月24日（月） 午後２時～午後４時 会津若松市
アピオスペース　展示ホール

（会津若松市インター西90）

10月25日（火）
午後１時３０分～

午後３時３０分
南相馬市

市民情報交流センター　大会議室

（南相馬市原町区旭町二丁目7-1）

10月26日（水） 午前１０時～正午 仙台市
仙都会館　会議室5F-B

（宮城県仙台市青葉区中央二丁目2-10）

※お願い
　仙台会場には駐車場がありません。また、その他の会場でも駐車場には限りがありますので、相乗

りでのご来場や公共交通機関のご利用にご協力ください。会場によっては、周辺の有料駐車場をご利

用いただく場合もございますのでご了承ください。

問大熊町役場会津若松出張所　総務課　秘書広聴係
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平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
ご
案
内

平
成
26
年
4
月
の
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
際
し
、
低
所
得
の

方
々
に
与
え
る
負
担
の
影
響
に
鑑

み
、
低
所
得
の
方
へ
適
切
な
配
慮

を
行
う
た
め
、
暫
定
的
・
臨
時
的

な
措
置
と
し
て
「
平
成
28
年
度
臨

時
福
祉
給
付
金
」
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
併
せ
て
、
一
億
総
活

躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、
賃
金
引

き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低

所
得
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
を
支
援
す
る
た
め
「
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付

金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
）」
を
実
施
し
ま
す
。

大
熊
町
で
は
、
支
給
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
方
に
対
し
、
8

月
26
日
に
申
請
書
（
請
求
書
）
等

を
発
送
し
、
8
月
29
日
よ
り
申
請

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
受
け
付
け

は
11
月
30
日
ま
で
行
い
ま
す
の

で
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

後
、
必
要
書
類
（
本
人
確
認
書
類

等
）
を
貼
付
し
、
返
信
用
封
筒
に

入
れ
て
郵
送
ま
た
は
各
出
張
所
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
と
な
る
方
の
ご
確

認
や
申
請
書
へ
の
記
入
方
法
等
、

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
対
象
者

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方
（
た
だ
し
、

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
に
な

っ
て
い
る
方
や
、
生
活
保
護
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
等
は
除
き
ま

す
）。

【
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金
】

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

受
給
者
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、

平
成
28
年
5
月
分
の
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
先
に
実

施
し
た
「
高
齢
者
向
け
給
付
金
」

（
3
万
円
）
を
受
給
さ
れ
た
方
は

除
き
ま
す
）。

※
重
要
※

下
記
①
～
⑤
に
該
当
す
る
方

は
、
支
給
対
象
者
で
あ
っ
て
も
、

大
熊
町
で
あ
ら
か
じ
め
支
給
対
象

者
と
し
て
ご
案
内
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
す
る
年
金
の
「
年
金

額
改
定
通
知
書
」
等
の
写
し
等
の

提
出
に
よ
り
、
支
給
対
象
者
と
な

り
ま
す
。

①
平
成
28
年
1
月
2
日
以
降
に
大

熊
町
か
ら
転
出
さ
れ
た
方

②
日
本
年
金
機
構
に
居
所
（
現
住

所
）
の
み
を
登
録
さ
れ
て
い
る

方
③
日
本
年
金
機
構
で
管
理
さ
れ
て

い
な
い
「
国
家
公
務
員
共
済
組

合
連
合
会
」、「
地
方
公
務
員
共

済
組
合
」、「
全
国
市
町
村
職
員

共
済
組
合
連
合
会
」、
及
び
、

「
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
」
等
共
済
組
合
等
が
支

給
す
る
年
金
の
み
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方

④
日
本
年
金
機
構
へ
現
況
届
（
診

断
書
）
の
提
出
が
遅
れ
た
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
平
成
28
年
6

月
定
期
支
払
い
が
な
い
方

⑤
平
成
28
年
5
月
19
日
以
降
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
年
金
の
裁
定
（
決

定
）
や
年
金
支
給
額
の
変
更
等

の
処
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成
28
年
7
月
以
降
に
平

成
28
年
5
月
分
が
支
払
わ
れ
た

方

◆
支
給
額

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

対
象
者
1
人
に
つ
き
3
千
円

【
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金
】

対
象
者
1
人
に
つ
き
3
万
円

※
そ
れ
ぞ
れ
支
給
は
1
回
限
り
で

す
。
両
方
に
該
当
す
る
方
は
、

２
つ
の
給
付
金
を
受
給
で
き
ま

す
。

◆
支
給
時
期

10
月
か
ら
支
給
開
始
し
ま
す
。

10
月
以
降
の
申
請
者
に
つ
い
て

は
、
申
請
書
提
出
後
1
カ
月
程
度

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

給
付
金
を
装
っ
た
不
審
な
電

話
・
メ
ー
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
。「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個

人
情
報
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
詐

取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。(

※) 

給
付
金
の
申
請
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
大
熊
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。

・
大
熊
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど

が
、「
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
）」
や
「
臨
時
福
祉
給
付

金
（
簡
素
な
給
付
措
置
）」、「
障

害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
）」
を
支
給
す

る
た
め
に
、
手
数
料
の
振
込
を

求
め
る
こ
と
等
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
支
給
ま
で
の
手
続
き

①
申
請
書
が
郵
送
に
て
届
き
ま
す

（
平
成
28
年
8
月
26
日
送
付
予

定
）

②
申
請
書
に
必
要
事
項
を
漏
れ
な

く
記
入
し
、
添
付
書
類
（
本
人

確
認
書
類
の
写
し
等
）
を
ご
準

備
く
だ
さ
い

③
申
請
書
及
び
添
付
書
類
を
郵
送

ま
た
は
大
熊
町
の
窓
口
へ
提
出

し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

④
大
熊
町
で
支
給
要
件
を
審
査

後
、
ご
指
定
の
振
込
口
座
へ
ご
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入
金
し
ま
す
（
10
月
以
降
の
口

座
振
込
と
な
り
ま
す
）

◆
よ
く
あ
る
ご
質
問

Q
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金
の
支
給
要
件
で
あ
る

「
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方
」

の
「
等
」
に
は
ど
の
よ
う
な
年

金
が
該
当
し
ま
す
か
。

A
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
年

金
は
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
に
加
え
、
基
礎
年
金

制
度
が
開
始
さ
れ
る
前
の
昭
和

61
年
3
月
以
前
に
受
給
権
が
発

生
し
た
障
害
年
金
の
う
ち
、
障

害
基
礎
年
金
に
相
当
す
る
障
害

等
級
が
1
級
又
は
2
級
（
船
員

保
険
の
職
務
上
の
障
害
年
金
は

1
級
～
5
級
）
の
障
害
年
金
と

な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・
障
害
基
礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎

年
金

・
昭
和
61
年
3
月
以
前
に
受
給
権

が
発
生
し
た
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
保
険
（
旧
農
林
年
金
を

含
む
）
及
び
船
員
保
険
の
障
害

年
金
（
障
害
等
級
が
1
級
ま
た

は
2
級
（
船
員
保
険
の
職
務
上

の
障
害
年
金
は
1
級
～
5
級
）

の
年
金
に
限
る
）

・
昭
和
61
年
3
月
以
前
に
受
給
権

が
発
生
し
た
、
国
家
公
務
員
共

済
組
合
、
地
方
公
務
員
共
済
組

合
・
全
国
市
町
村
職
員
共
済
組

合
連
合
会
、
日
本
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
が
支
給
す
る

障
害
年
金
及
び
船
員
障
害
年
金

（
障
害
等
級
が
1
級
ま
た
は
2

級
の
年
金
に
限
る
）

Q
世
帯
全
員
分
で
１
枚
申
請
書
が

届
い
て
い
ま
す
が
、
申
請
を
分

け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？
ま

た
、
申
請
書
を
紛
失
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
再
交
付
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
か
？

A
で
き
ま
す
。
福
祉
課
へ
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
世
帯
を
分

割
し
た
申
請
書
、
再
交
付
し
た

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
な

お
、
申
請
期
限
延
長
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
期
限
内
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

Q
支
払
い
口
座
を
申
請
者
本
人
以

外
の
方
に
し
た
い
の
で
す
が
、

可
能
で
す
か
？
ま
た
、
ど
う
い

っ
た
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

A
可
能
で
す
。
申
請
書
裏
面
に
代

理
申
請
欄
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
受
給
し

ま
し
た
が
、
今
回
の
給
付
金
も

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
？

A
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
受
給
可
能
で
す
。
し
か
し
、

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金
に
つ
い
て
は
、
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と
障

害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
を
併
せ
て
受
給
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。

問
大
熊
町
臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

電
０
８
０
０（
８
０
０
）８
９
５
１

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

福
祉
課
福
祉
係
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10
月
1
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

法
律
に
つ
い
て
国
民
に
広
く
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
定
め
ら
れ
た
記
念
日
で
す
。

　

福
島
県
司
法
書
士
会
で
は
「
法

の
日
」
を
記
念
し
て
10
月
1
日

（
土
）
か
ら
8
日
（
土
）
ま
で
、

県
内
11
会
場
で
「
無
料
法
律
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
不
動
産
の
相

続
・
売
買
な
ど
の
登
記
に
関
す
る

こ
と
、
多
重
債
務
問
題
、
成
年
後

見
、
そ
の
他
裁
判
手
続
き
に
関
す

る
こ
と
な
ど
を
中
心
に
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
関
連
す
る

様
々
な
法
律
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
被
災
・

被
害
に
つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
会
場

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

法
の
日
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

支部 日時 場所 所在地 TEL

会　
　

津

10月3日㈪
午前10時～
午後3時

南会津町福祉ホール
南会津郡南会津
町 田 島 字 中 町
3918番地1

0241-62-4169

10月4日㈫
午前10時～
午後3時

喜多方市保健センタ
ー2階　和室

喜多方市字御清
水東7244-2

（喜多方市役所
東側の棟）

0241-24-5208

10月6日㈭
午前10時～
午後3時

会津坂下町民体育館
内会議室

河東郡会津坂下
町字石田甲650
番地

0242-83-2234

10月8日㈯
午前10時～
午後3時

会津若松市生涯学習
総合センター

「会津稽古堂」

会津若松市栄町
3番50号 0242-22-4700

白　

河

10月1日㈯
午後1時～
午後4時

白河市産業プラザ
人材育成センター

白河市中田140
番地 0248-22-3512

い
わ
き

10月4日㈫
午前10時～
午後3時

いわき市生涯学習プ
ラザ4階

いわき市平字一
町目1番地 0246-37-8888

相　

双

10月8日㈯
午前10時～
午後3時

相馬市総合福祉セン
ター「はまなす館」

相馬市小泉字高
池357番地 0244-36-1905

　町民の健康維持と幅広い交流を図ることを目的とした平成28年度大熊町民トレッキングを
開催します。裏磐梯の紅葉が見ごろを迎える時期です。ぜひお楽しみください。

時10月８日（土）　午前９時45分～開会式
場北塩原グランデコリゾート・トレッキングコース
　（ゴンドラ山頂駅より往復距離約２㎞・１時間30分程度）
費1000円（昼食代、傷害保険料等）
定50人（先着順）
問大熊町役場会津若松出張所　教育総務課

※詳しくは広報おおくま９月１日号に同封したチラシをご覧ください

町民トレッキングを開催します町民トレッキングを開催します
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中
間
貯
蔵
施
設
に
係

る
弁
護
士
無
料
相
談

会
の
ご
案
内

　

町
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設

に
伴
い
町
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る

不
安
や
諸
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
該
施
設
建
設
に
伴

う
権
利
関
係
等
の
疑
問
点
に
つ
い

て
、
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
相
談
で
き
る
こ
と
■

　

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
に
伴
う
契

約
、
地
上
権
、
相
続
等
に
つ
い
て

※
法
律
相
談
で
あ
り
、
補
償
価
格

に
関
す
る
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

対
大
熊
町
内
の
中
間
貯
蔵
施
設
建

設
予
定
地
内
に
不
動
産
（
土
地

・
建
物
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
費
無
料

◆
相
談
時
間

１
回
に
つ
き
50
分
程
度
（
各
会

場
３
組
ま
で
の
事
前
予
約
制
）

申
事
前
予
約
の
先
着
順
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

企
画
調
整
課

※
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
（
平
日
の
み
）

◇開催場所及び開催日時
開催場所 開　催　日 開催時間 所　在　地

大熊町役場
会津若松出張所 ９月12日㈪

午後2時～5時

会津若松市追手町2-41
（相談会場：２階 第３会議室）

大熊町役場
いわき出張所 ９月16日㈮ いわき市好間工業団地1-43

（相談会場：１階 相談室）

大熊町役場
中通り連絡事務所 ９月21日㈬ 郡山市希望ケ丘11-10

（相談会場：1階 第1会議室）

時正午～午後2時（午前11時30分開場）
場オークビレッジ柏の葉（千葉県柏市若柴184-1　柏の葉キャンパス149街区1）
〈交通アクセス〉
□電車でお越しの場合　つくばエクスプレス「柏の葉キャンパス駅」東口からすぐ。
　参考：�上野駅からの場合、JR常磐線にて北千住駅→つくばエクスプレスにて柏の

葉キャンパス駅へ
□車でお越しの場合　柏ICから約6分。駐車場は、次のいずれかをご利用ください。
・オークビレッジ柏の葉　無料駐車場（台数限りあり）
　※オークビレッジ柏の葉の裏側が駐車場入口です。
・ららぽーと柏の葉　有料駐車場（住所：千葉県柏市若柴175）
★�当日は、柏の葉キャンパス駅東口改札とオークビレッジ柏の葉駐車場付近でスタッ

フが案内を行います！
費大人2,500円、小学生1,000円（お子さま用メニュー）
内�農園で採れた新鮮野菜と地産地消の食材を使ったこだわりのコース料理を食べなが

ら、自由歓談会♪
　大熊町職員も参加します！
期９月14日（水）まで
申問大熊町コミュニティ支援広域事務所（電話受付時間：平日午前10時～午後4時）
電0246-88-9317　F0246-88-9318　kanto@town-okuma.jp
当日連絡先　電070-5074-7457（担当：大熊あゆ美）

こだわりの食材を使った美味しい

料理を食べながら楽しく語ろう！

9月25日（日） おおくま交流会in柏



22問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

　

福
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
で
は
、

大
熊
町
内
に
あ
る
お
客
さ
ま
の
敷

地
内
に
設
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
等
の
保
全

確
保
の
た
め
、
次
の
期
間
内
に
、

黄
色
の
腕
章
を
着
用
し
た
ス
タ
ッ

フ
が
敷
地
内
に
立
ち
入
り
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
ボ
ン
ベ
等
の
撤
去
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
期
間

10
月
か
ら
平
成
29
年
3
月
（
予

定
）

◆
実
施
者

福
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
委
託

事
業
者
を
含
む
）

お
客
さ
ま
な
ら
び
に
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
福
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

電
０
２
４
（
５
９
３
）
２
１
６
１

問
福
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

い
わ
き
支
部

電
０
２
４
６
（
26
）
１
４
３
４

問
福
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

　

相
双
支
部

電
０
２
４
４
（
22
）
１
１
４
１

福
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
か
ら
の
お
願
い

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
い
等
で
お
困
り
の
方
は
、
法
務

局
や
町
の
戸
籍
担
当
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
困
っ
て
い

る
方
を
ご
存
じ
の
方
も
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
と
る
こ

と
が
最
善
な
の
か
、
皆
さ
ま
の
事

情
を
お
伺
い
し
て
、
法
務
局
ま
た

は
お
住
ま
い
の
町
の
戸
籍
担
当
職

員
が
、
あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
ま

す
（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）。

【
相
談
窓
口
】

・
福
島
地
方
法
務
局
い
わ
き
支
局

電
０
２
４
６
（
23
）
１
６
５
１

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

・
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

住
民
課
住
民
係

電
０
１
２
０
（
26
）
３
８
４
４

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

問
福
島
地
方
法
務
局
戸
籍
課

電
０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
３
３

無
戸
籍
者
の
解
消
の

た
め
の
相
談
窓
口

　

プ
ラ
ン
ア
テ
ー
ナ
ー
が
主
催
す

る
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ア
テ

ー
ナ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ

「
と
き
わ
路　

歌
の
祭
典Vol.

３
」

が
９
月
29
日
、
い
わ
き
市
平
で
開

か
れ
ま
す
。
今
回
は
大
熊
町
民
先

着
10
人
に
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
！

時
9
月
29
日
（
木
）

・
第
1
部　

開
場
午
前
11
時
30

コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

分
、
開
演
正
午

・
第
2
部　

開
場
午
後
３
時
、
開

演
午
後
３
時
30
分　

場
い
わ
き
Ｐ
Ｉ
Ｔ

　
（
い
わ
き
市
平
祢
宜
町
５
の
13
）

費
前
売
り
３
５
０
０
円
、
当
日
４

０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

内
出
演
者
・
大
石
ま
ど
か
、
山
崎

て
い
じ
、
羽
山
み
ず
き
、
蒼
彦

太
期
９
月
８
日
（
木
）
ま
で

※�
受
付
は
平
日
午
前
10
時
～
午
後

６
時
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す

問
株
式
会
社
プ
ラ
ン
ア
テ
ー
ナ
ー

電
０
８
０（
５
５
５
５
）６
８
６
０

※�

チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募

も
こ
ち
ら

◆
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

い
わ
き
Ｐ
Ｉ
Ｔ
、
キ
ク
ヤ
楽
器

平
店
、
ウ
イ
ン
ズ
ユ
ー
い
わ
き
、

プ
ラ
ン
ア
テ
ー
ナ
ー
チ
ケ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー

※�

郵
送
や
い
わ
き
市
内
配
達
な
ど

承
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い 火事と救急は119番

 ＜消　防　署　連　絡　先＞
◇浪江消防署� 電0240-34-7360
◇富岡消防署� 電0240-25-2119

住宅用火災警報器を半年に１回点検しましょう！

９月９日は救急の日

消防署より

作業動作の確認の仕方

   心 肺 蘇 生 法
が 5 年 ぶ り に
改 訂 さ れ ま し
た。身近になっ
た AED や 最 新
の心肺蘇生法を
学んでみません
か。その他、応
急手当の講習も
消 防 署 で 随 時
行っていますの
で 双 葉 消 防 本
部、または近く
の消防署へおた
ずねください。
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健診は、あなたの命を守る大切な機会です。10月にいわき市、会津若松市、郡山市の3地区で総合
健診を実施しますので、申し込みがお済みでない方は、お早めにお申し込みください。

１．総合健診日程
実施地区 日　　　　　程

会津若松市 10月17日（月）、18日（火）、19日（水）

い わ き 市 10月20日（木）、21日（金）、22日（土）、23日（日）、26日（水）、27日（木）、28日（金）

郡 山 市 10月24日（月）、25日（火）

２．受診出来る健診の内容

健（検）診の種類 検査内容 対象年齢 自己負担金 実際の
検査費用

特定健診
（基本健診）

身長、体重、血圧測定
腹囲測定、血液検査等

20歳以上

全て
無料

約10,000円

肺がん検診
胸部レントゲン間接撮影
喀痰検査

40歳以上 約3,000円

胃がん検診 バリウム検査 20歳以上 約4,000円

大腸がん検診 便潜血反応検査（検便検査） 20歳以上 約1,300円

前立腺がん検診 ＰＳＡ値測定（血液検査） 50歳以上の男性 約2,200円

結核検診 胸部レントゲン撮影 65歳以上 約800円

肝炎ウイルス検診 血液検査 40歳以上の未受診者 約2,500円

歯周病検診 唾液検査 20歳以上 約2,000円

胃がんリスク検診 血液検査 40歳以上の未受診者 約3,200円

３．健診申し込みから結果通知までの流れ

４．健診の申し込み方法
総合健診の受診を希望される方は、実施の１か月前までに必ずお申し込みください。
なお、上記３地区以外で健診を受診されたい方は、役場に直接お問い合わせください。

問　大熊町役場いわき出張所　健康介護課

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

役場に電話をして
申し込む

カルテ・容器等
が届く

健診を受診する 結果が届く

～あなたの命を守るため、受けましょう～

今年度の健診、ラストチャンスです！

オトクね♪
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予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※�立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は
環境対策課へ直接ご相談願います。

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

【一時立入り受付コールセンター】

●電  話  番  号：0120-461-362（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。
・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設

けさせていただくことがあります。専用ＨＰ等でご確認ください。
・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり環境対策課にご連絡ください。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

平成28年度９月、10月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。

（平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。）

※前期（４～9月分）の案内文書は各世帯主様へ個別に発送しております。後期（10月～３月
分）についても発送の準備を進めています。

※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP（http://www.ichijitachiiri.com）でご覧いた
だけます。

※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、
防護装備等をお渡します。

※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けて
いただきます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付はできません）。
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。
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９、10月の一時立入りスケジュール（マイカー）
【注意】気象状況により、やむを得ず一時立入りを中止することがあります。

一時立入り実施スケジュール【平成28年10月分】� ■…マイカー立入り、■…バス立入り、■…立入り休止

月 平成28年10月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

バ
ス
立
入
日

年 平成28年 平成29年
月 10月 11月 12月 3月
日 21日 22日 18日 19日 16日 17日 17日 18日

曜　日 金 土 金 土 金 土 金 土
毛萱・波倉

スクリーニング場 大熊町 40世帯 40世帯 40世帯 40世帯 40世帯 40世帯 40世帯 40世帯

申し込み締切日 9月20日㈫ 10月17日㈪ 11月15日㈫ 2月16日㈭

一時立入りスケジュール（バス）

一時立入り実施スケジュール【平成28年9月分】� ■…マイカー立入り、■…バス立入り、■…立入り休止

月 平成28年9月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜　日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場
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生活サポート補助金説明会を開催します
「生活サポート補助金（中間貯蔵施設整備等影響緩和補助金）」の申請書を9月下旬にお送りし、申請

受付を10月3日（月）から開始します。これに伴い、具体的な申請書の書き方などについての説明会を
次の日程で開催します。「申請書が届いたが書き方がよく分からない」、「こんな場合はどうしたら良いの
か」など、お困りの方はぜひご来場ください。
　説明会、個別相談とも電話による事前の申し込みや予約が必要ですので、下記「生活サポート補助金
コールセンター」までお電話ください。

なお、各会場の都合上、説明会、個別相談とも参加いただける人数に限りがございますのでご了承く
ださい。
■内容
○全体説明
　申請書を使って、具体的な書き方などを皆さんに説明します
○個別相談（予約者のみ）
　専用ブースで、個別事情に合わせた申請の仕方などを相談できます
■日程

日　時 地　域 会　場

10月4日（火）
10:00～12:00

い わ き 市 いわき市観光物産センター
「いわき・ら・ら・ミュウ」14:00～16:00

10月7日（金）
10:00～12:00

会津若松市 會津稽古堂
14:00～16:00

10月11日（火） 14:00～16:00 白 河 市 白河市立図書館

10月12日（水）
09:30～11:30 福 島 市 コラッセふくしま
14:00～16:00 郡 山 市 郡山市中央公民館

10月15日（土）
09:30～11:30 加 須 市 加須文化・学習センター「パストラルかぞ」
14:00～16:00 宇 都 宮 市 とちぎ男女参画センター「パルティ」

10月17日（月） 14:00～16:00 横 浜 市 横浜市技能文化会館

10月18日（火）
10:00～12:00 東 京 都 ＴＫＰ東京駅前会議室
14:00～16:00 船 橋 市 船橋ツインビルRental会議室

10月19日（水） 10:00～12:00 さいたま市 ＴＫＰ大宮ビジネスセンター

10月23日（日）
10:00～12:00

い わ き 市
いわき市勿来市民会館

14:00～16:00 いわき市社会福祉センター
10月25日（火） 14:00～16:00 つ く ば 市 つくば市市民ホールやたべ
10月26日（水） 10:00～12:00 日 立 市 日立シビックセンター

10月30日（日）
09:30～11:30 南 相 馬 市 南相馬市原町生涯学習センター
15:00～17:00 仙 台 市 エル・パーク仙台

11月3日（木・祝日）
10:00～12:00 東 京 都 ＴＫＰ東京駅前会議室
14:00～16:00 さいたま市 さいたま共済会館

11月6日（日）
10:00～12:00 郡 山 市 福島県農業総合センター
14:00～16:00 会津若松市 会津若松市文化センター

11月7日（月） 09:30～11:30 柏 崎 市 柏崎市文化会館アルフォーレ
11月12日（土） 14:00～16:00 い わ き 市 いわき市労働福祉会館

※会場住所など詳細については広報おおくま9月15日号に同封します。
※申請受付開始に合わせ、10月３日より大熊町役場いわき出張所内に「生活サポート補助金相談窓口」

を新たに開設しますので、お気軽にご利用ください。
※大熊町役場会津若松出張所生活支援課内の相談窓口も引き続きご利用いただけます。
■事前予約・お問い合わせ先　大熊町「生活サポート補助金」コールセンター

フリーダイヤル　０１２０－０９０－１０４



地域包括
支援センター
               から
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男性が楽しく集まる場所として実施します
ので、ぜひご参加ください。今回限りの参加
も可能です。
時９月９日㈮　午前９時30分～11時30分
場大熊町役場会津若松出張所内　調理実習室
内�料理教室～秋の味覚を楽しみましょう～
対60歳以上の男性
定20人（先着順）
持三角巾・エプロン
費300円
申電話にて
期９月５日㈪まで
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課　
　健康介護係（新田・渡辺）
電0120-26-3844

一歩外に出て皆さんと楽しい時間を過ごし
ませんか？
時９月21日㈬　午前10時～正午
場おおくまサロンゆっくりすっぺ
　（大熊町役場会津若松出張所内）
内�小物づくり
　～簡単ポーチをみんなで作ろう～
（場合により内容が変更になる場合もあり
ますのでご了承ください）
対60歳以上の方ならどなたでも
定20人（先着順）
持裁縫道具
費500円
申電話にて
期９月９日㈮まで
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課　
　健康介護係（新田・渡辺）
電0120-26-3844

の
ほ
ほ
ん
ク
ラ
ブ

懐かしい楢葉町の天神岬へ、みんなで出掛
けてみませんか？
時９月28日㈬　午前９時～午後４時
内�天神岬で入浴、昼食
場天神岬スポーツ公園
　（楢葉町大字北田字上ノ原27-29）
　※集合場所：大熊町役場いわき出張所
　※�送迎バスが出ます。詳しくはお問い合わ

せください。
対65歳以上の方（但し、同伴者は年齢不問）
定20人（先着順）
持水分、入浴する方はタオル等
費自費（入浴料：700円、お昼代1,500円）
申電話にて
期９月16日㈮まで
問大熊町役場いわき出張所　地域包括支援
　センター（花房・浜本）
電0120-26-5671

男
塾
（
お
と
こ
じ
ゅ
く
）

介
護
予
防
事
業　

出
掛
け
よ
う
！
天
神
岬
（
楢
葉
町
）

高齢者の皆さまが住み慣れた地域で安心した
生活を続けられるように支援を行う総合機関で
す。しかしながら、大熊町は平成23年３月11
日以降全町避難を余儀なくされ、長年住み慣れ
た地域を離れ今なお避難先での生活を続けてい
ます。居住先地域での生活は様々であります
が、居住先地域でのつながりや支援を滞ること
なく安心した生活を続けられるよう、専門職が
関係機関との連携を図りながら皆さまに支援し
ます。気軽にご相談ください。

高齢者の介護・健康・福祉・医療・
生活に関する総合相談窓口です

地域包括支援
センターって
どんなところ？



コ
 ラ

 ム健
 康

コ
 ラ

 ム健
 康

マイナンバーカードのみ
２．マイナンバーカードを所持していない場

合：⑴と⑵が必要です　
⑴マイナンバーがわかる書類（通知カー

ド、マイナンバー入り住民票）
⑵本人確認書類（①又は②が必要です）

①免許証、住基カード（顔写真付き）、
パスポート、身体障害者手帳等顔写真
付きのものは１点

②健康保険証、年金手帳、預金通帳、医
療受給者証、社員証、学生証等顔写真
がないものは２点

３．その他申請に必要なもの：申請者の印鑑
注意１：妊娠届に出産予定日を記載する箇所

がありますので、出産予定日が確定
してから申請してください。

注意２：本人以外の方が届出する場合は、上
記の書類に加えて、窓口に来られた
方の本人確認書類が必要となります。

注意３：郵送による届出の場合も、妊婦本人
の個人番号（マイナンバー）が確認
できる書類の提出が必要となります。

平成28年10月1日から「Ｂ型肝炎ワクチ
ン」が定期接種になります。対象の方には個
別に通知します。お子さんの体調の良いとき
に早めに接種しましょう。
予防接種名 Ｂ型肝炎ワクチン

助成対象者 平成28年4月1日以後に生まれた１
歳未満の乳児

費用 無料

接種回数・
方法

３回接種。27日以上の間隔で2回接
種、さらに初回接種から139日以上
の間隔をおいて1回接種

注意１：平成28年10月1日以前に接種した分
については自費ですが、10月1日以
降の接種分は定期予防接種を受けた
ものとみなして、公費助成します。

注意２：満1歳の誕生日以後に接種された方
は、公費助成対象となりません。

注意３：県外に避難されている方は、避難先
自治体の予防接種担当窓口へお問合
せください。

注意４：ＨＢｓ抗原陽性の妊婦から生まれた
乳児として、健康保険によりＢ型肝
炎ワクチンの投与（抗ＨＢｓ人免疫
グロブリンを併用）を受けた方につ
いては、定期予防接種の対象から除
きます。

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
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季節の変わり目は

カラダの曲がり角？

　オリンピックに身も心も熱くなった８月

（実はこれを書いているのは開会式前日。

ワクワク！）。夏の疲れは出ていません

か？

　９月は季節の変わり目。残暑も続き､ 体

調を崩しがちです。実は、夏バテも食中毒

も９月に起こしやすいのです。だからこ

そ、カラダを整えることが大切な時期とい

えます。そのための方法は多種多様です

が、今回は “健康診断” をお勧めします。

　今年、健診を受ける予定がありますか

（既に受けている方は・・・さすがです）。

元気だから大丈夫？いえいえ、血液検査等

で自分では分からないカラダの状態が見え

てきます。若いから関係ない？いえいえ、

町の一般健診は20歳以上で、県民健康診

査では16歳以上で血液検査が受けられま

す。病気の早期発見だけでなく、元気を維

持するためにも、自分のカラダの状態は知

っておきたいもの。その気持ちを持つこ

と、まさしくそれが体調を整える基本で

す。健診をあなたの健幸生活
4 4 4 4

に役立ててく

ださい。

　あっ、ちなみに。健診結果をどう日頃の

生活に活かすかが､ 凄～く重要なんですけ

ど…！それはまた今後に?！



時９月８日㈭・20日㈫
　午前９時30分～11時30分
場大熊町役場いわき出張所2階
内自由遊び

＊身長体重測定や離乳食、育児の個別相談
もできます。

対未就学児とその保護者（祖父母も歓迎）
持水分、オムツ
申不要

ちょこっとカフェ
　～心配ごとなど、ちょこっと話をして心を
軽くする…そんな場所です～
時９月14日㈬　午後１時30分～３時
場大熊町役場いわき出張所2階
相談員：心のケアセンター、町保健師
申不要　
その他：個別相談も可能
ふらっとカフェ
　～ふらっと立ち寄り、心配や不安などを話
してみませんか～
時９月14日㈬　午後１時30分～３時
場大熊町役場会津若松出張所2階
　ほっとルーム
内握力測定でストレス解消
相談員：心のケアセンター、町保健師
　※個別相談も可能です。
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課
　健康介護係

時9月27日㈫　午前10時～11時30分
場梨の実サロン
内�ロコモ予防(ミニ講話と実技)
対どなたでも
申不要

時９月29日㈭　午前10時～11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
内�カラダを動かして気分をリフレッシュ
講師：�Ｊヴィレッジフィットネスクラブイン

ストラクター

子
育
て
ひ
ろ
ば

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

りたよたよ
ほけんほ

対どなたでも参加可能
持動きやすい服装と室内履き、水分
申電話で（当日参加も可能）
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

南相馬編
　「郷土料理を作ってリフレッシュ」
時９月14日㈬
　午前10時30分～午後１時30分
場南相馬市原町区保健センター　
内�調理実習と交流　＊会食だけの参加も可能
講師：大熊町食生活推進員
定20名
申電話にて
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係
会津若松編
時９月29日㈭　午前10時～午後１時
場大熊町役場会津若松出張所１階
　調理実習室
内�そば打ち体験と交流会
費500円
持エプロン・三角巾
定20人
申電話にて
期９月23日㈮まで
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課
　健康介護係
いわき編
　「ハーブを楽しむ～心和むハーブの魅力～」
時９月29日㈭　午後１時30分～３時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
内�ハーブについての講演と実演
講師：福尾実氏
定20名
申電話にて
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

こ
こ
ろ
の
元
気
を
育
て
る
講
座

妊
娠
届
を
提
出
さ
れ
る
方
へ

県内にお住まいの方で、産婦人科の診断で
妊娠がわかったら、速やかに「妊娠届」を提
出し、「母子健康手帳」と「妊婦健康診査受
診票」の交付を受けましょう。

４月より届出の際は、「妊婦本人の個人番
号（マイナンバー）」の記入が必要となりま
した。下記の書類を持参してください。

【確認書類とは】
１．マイナンバーカード所持している場合：

出
前
！
健
幸
講
座
in

梨
の
実
サ
ロ
ン
編

さ
び
な
い

カ
ラ
ダ
づ
く
り
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野
上
２
区
総
会
・
懇
親
会

下
野
上
３
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流
会

駅
前
地
区
ゴ
ル
フ
交
流
会

熊
地
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

電090-4314-8444
※詳細は申し込み後、お知らせします

　大野１区、大野２区の交流会（臨時総会、
懇親会）を開催しますので、多くの皆さんの
参加をお待ちしています。
時10月14日㈮～10月15日㈯　１泊２日
　受　　付：午後３時
　臨時総会：午後４時
　懇 親 会：午後６時
場いわき湯本温泉「吹の湯旅館」
費各戸への案内に記載してあります
期９月24日㈯まで

※各世帯主の皆さま宛に、返信用はがきを
同封した案内を８月下旬までに発送しま
した。届いていない方は、ご連絡くださ
い。当日は印鑑を持参してください。

問大野1区長・鈴木国郎
　電090-5234-7036
　大野2区長・井戸川洋一
　電090-3121-8339

　夕映えの宿で楽しいひとときを過ごしてみ
ませんか。多数の参加をお願いします。
時11月５日㈯～６日㈰　１泊２日
場寺泊、弥彦神社、瀬波温泉他
　（貸切バス利用）
費大人5,000円　小学生2,000円
　（交通費は支給しません）
期９月30日㈮

※集合場所（いわき、郡山、会津）他、詳
細については参加者に郵送します。

問下野上3区
　区長　片倉荘次　電090-9633-9238
　　　　伊東光子　電090-3645-2765
　
　このたび、野上2区役員および絆関係委員
の合同役員会を開催します。
　何かとご予定もあると思いますが、万障繰
り合わせてご参加くださいますようお願いし
ます（別途、往復はがきを郵送しましたので、
返信用はがきで出欠をお知らせください）。
時10月９日㈰　１泊
　　受　付：午後３時30分
　　総　会：午後４時30分
　　懇親会：午後６時
場郡山市磐梯熱海温泉　「華の湯」
期９月19日㈪まで（期日厳守）
費１人2,000円

　（できるだけおつりのないように）
※交通費を支給します（１家族あたり県内

5,000円、県外10,000円）。印鑑を持参
してください。

問野上2区長・渡部幸悦
電090-2020-3724
※大熊町行政区絆維持補助金を利用させてい

ただきます。

　大野１区、２区（駅前地区）のゴルフ交流
会が７月28日、いわき市の塩屋崎カントリ
ークラブで開かれました。公民館事業の一環
として震災前から毎年実施しており、今回も
住民の絆を深める目的で開催しました。参加
者は青空の下、楽しくプレーしていました。
　ラウンド後は表彰式と懇親会を催し、次回
も元気に再会することを誓って解散しました。

（大野１区長・鈴木国郎、大野２区長・井戸
川洋一）

　７月27日㈬、広野町二ツ沼パークゴルフ場
で熊１区、２区、３区合同のパークゴルフ交
流会を開きました。仙台市やつくば市など県
外からの参加者を含め、36人の仲間が集まり
ました。皆さんの熱意もあって、はじめ降っ
ていた雨は間もなく上がり、和やかに楽しく
終えることができました。
　昼食時にはお互いの健康や家族の安否を確
かめ合うなど開催の目的を果たしました。ま
た表彰式では、幹事さんの配慮で選手全員に
商品が行き渡るなど、大いに盛り上がりまし
た。また開催する約束をし、ご安全にと声を
掛け合って解散しました。

（熊1区・佐久間住夫、熊2区・島原健二郎、
熊3区・藤田昭俉）

大
野
１
、２
区
交
流
会
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　借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」
は借り上げ住宅に避難されている町民の皆さ
まのための交流会を毎月第１、第３水曜日に
開催しています。お気軽にご参加ください。
　９月の日程は次の通りです。
時午前10時（集合時間）
・７日㈬　観音沼森林公園（下郷町）散策
・21日㈬　�せせらぎ公園（会津美里町）でバ

ーベキュー
場町役場会津若松出張所（集合場所）
　※随時会員を募集しています。
電090-7078-2327（山本）

大熊町のママさんサークルです。興味のあ
る方は気分転換に一緒に楽しみませんか？
時９月27日㈫　午前10時～
場長原仮設住宅集会所
内せっけん作り・教育長との懇談
費無料
期９月16日㈮まで
申問電090-6259-7933（阿部）
　※平日午前10時～午後５時受付

いわき市内に避難している皆さん！
お茶会「すまいるサロン」を開催します。
町民であればどなたでもご参加いただけま

す。
初めての方は、ご連絡いただければ幸いで

す。
時９月26日㈪　午前10時〜午後３時
　※ご都合のよい時間にお出かけください。
場大熊町役場いわき出張所２階調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
電080-1830-5567（小林）

　いわき市内にお住まいの町民の皆さん、温
泉で一日お茶を飲みながらの交流会を毎月第
３水曜に行っています。ご参加をお待ちして
います。

時９月21日㈬　午前10時～午後３時
場古滝屋

※人数がまとまれば、好間第三仮設から無
料送迎バスあり

費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
電080-6007-6824（市川）
電090-5187-2234（堀本）

プリザーブドフラワー教室
伏見育子先生が教えてくださいます♪
ぜひご参加ください！

時９月28日㈬　午前10時～
場いわき市立鹿島公民館
費1,500円
期９月11日㈰まで
定20人（先着順）
問申伊東光子
電090-3645-2765

埼玉県へ避難している皆さんへ
輪になろう！ふみ出そう！ひまわりサロン

のご案内です。
時９月21日㈬　午前10時～
内一品持ち寄りパーティー
（福島の郷土料理を作ってきてくれる人が
いたらいいなぁ）

場やすらぎ会館（川口市南鳩ヶ谷6-8-16）
問ひまわりの会
電080-5431-0123（島田）

　９月の定例会は次の通り開催します。
時９月25日㈰　午前10時～正午 
場検討中（水戸市周辺で調整中）
内懇談会（詳しくはお問い合わせください）
問浅野秀蔵（水戸市）
電080-1657-7286
syu-senya.takanori@coral.plala.or.jp

食欲の秋みんなでかにを食べようイン仙台
初めての参加、大歓迎です。仙台近郊の方

また東北各地より参加してみたい方、名前の
通りフレンドリーな会です。気軽に電話をく
ださい。待ってます。
時10月１日㈯　正午～
場仙台かに本家
費1,000円（１人）
期９月15日㈭まで
申フレンドリー東北会長・木幡伸夫

お
お
く
ま
町
会
津
会

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

フ
レ
ン
ド
リ
ー
東
北

す
ま
い
る
サ
ロ
ン

マ
マ
だ
っ
て
や
っ
て
み
隊 積

小
為
大
の
会

古
滝
屋
温
泉

日
帰
り
お
茶
会

お
お
く
ま
い
わ
き
友
の
会



○人口および世帯
人口数 世帯数

平成23年３月11日時点 11,505 4,235
平成28年７月31日現在 10,696 3,887

増減 △ 809 △ 348

●避難先の状況� （平成28年8月1日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数

海外 2 福島市 226 
不明 3 会津若松市 1,196 
北海道 31 郡山市 1,056 
青森県 31 いわき市 4,584 
岩手県 2 白河市 79 
宮城県 193 須賀川市 92 
秋田県 21 喜多方市 50 
山形県 46 相馬市 96 
福島県 8,099 二本松市 38 
茨城県 466 田村市 58 
栃木県 191 南相馬市 244 
群馬県 86 伊達市 11 
埼玉県 399 本宮市 33 
千葉県 245 桑折町 6 
東京都 282 国見町 2 
神奈川県 176 川俣町 1 
新潟県 231 大玉村 31 
富山県 6 鏡石町 13 
石川県 14 天栄村 1 
福井県 6 下郷町 0 
山梨県 4 檜枝岐村 0 
長野県 9 只見町 0 
岐阜県 5 南会津町 2 
静岡県 24 北塩原村 0 
愛知県 7 西会津町 1 
三重県 8 磐梯町 1 
滋賀県 0 猪苗代町 12 
京都府 7 会津坂下町 19 
大阪府 19 湯川村 3 
兵庫県 6 柳津町 0 
奈良県 0 三島町 1 
和歌山県 2 金山町 1 
鳥取県 0 昭和村 0 
島根県 1 会津美里町 26 
岡山県 2 西郷村 18 
広島県 0 泉崎村 13 
山口県 2 中島村 0 
徳島県 0 矢吹町 19 
香川県 1 棚倉町 1 
愛媛県 2 矢祭町 0 
高知県 0 塙町 4 
福岡県 23 鮫川村 0 
佐賀県 3 石川町 4 
長崎県 2 玉川村 1 
熊本県 0 平田村 1 
大分県 10 浅川町 6 
宮崎県 20 古殿町 8 
鹿児島県 1 三春町 46 
沖縄県 7 小野町 12 

計 10,695 広野町 50 
楢葉町 0 
富岡町 0 
川内村 9 
大熊町 0 
双葉町 0 
浪江町 0 
葛尾村 0 
新地町 24 
飯舘村 0 

計 8,099 

大熊町の避難状況
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※2016年（平成28年）７月

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所

大　畑　俐
り こ

心 孝　二・かおり 清　　水

齋　藤　藍
あ い き

輝 賢　要・優　花 大　　野

菅　野　結
ゆ ら

桜 貴　広・有　希 錦　　台

田　中　晴
は る き

紀 紀　裕・明　香 熊　　町

小　林　 里
り お な

桜奈 智　宗・一　枝 西大和久

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

齋　藤　健　太 北 向 阿　部　有　希 石 川 町
島　　　和　之 大 野 猪　狩　　　愛 いわき市
池　上　直　紀 大 野 川　畑　由　果 仙 台 市
志　賀　貴　浩 熊 町 小　園　茉利子 いわき市
加　井　瑞　樹 中 央 台 田　村　沙　織 いわき市

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

𠮷　本　洋　明 ６４歳 大　　 野
鈴　木　耕　一 ８１歳 南　　 平
吉　田　英　雄 ８０歳 南　　 平
山　田　　　万 ７８歳 新　　 町
松　永　久　子 ８８歳 久 麻 川
堀　本　文　男 ６９歳 東　　 台
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クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」
おおちゃんクイズ　A・馬の背岬
くうちゃんクイズ　A・（ばったり）出会う

　特例宿泊した佐藤右吉さんご夫婦
に同行し、ご自宅に一晩泊めていた
だきました。奥さんが揚げた天ぷら
が、夕飯の食卓に並びました。集ま
ったご家族、ご親戚は「お盆は毎年
この家に集まって、天ぷらを食った
んだ」と話し、美味しそうにほお張
っていました。お盆に焼き肉を食べ
る家、もちつきをする家、それぞれ
の家にそれぞれの過ごし方があり、
それぞれの定番料理があります。帰
還とは、町に戻ることではなく自宅
に戻ることなのだと再認識しまし
た。夜、外へ出ると、蒸し暑かった
日中と比べてひんやりとした空気が
漂っていました。しかし居間から窓
越しに、温かい雰囲気があふれてく
るようでした。

表紙の写真
編
集
後
記

・
年
々
、
夏
の
気
温
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の

は
、
自
分
自
身
が
暑
さ
に
弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
暑
さ
対
策
は
何
で
す
か
。
上
手
な

水
分
補
給
の
コ
ツ
は
、
一
度
に
大
量
の
水
を
飲
む
の
で
は

な
く
、
こ
ま
め
に
摂
る
こ
と
。
熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
残

暑
厳
し
い
９
月
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
（
渡
）

・
カ
ラ
ー
面
を
増
や
し
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
色
を
使
い
過
ぎ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
写
真
の
色
だ
け
で
十

分
で
す
し
、
紙
面
に
色
が
多
す
ぎ
る
と
却
っ
て
見
づ
ら
く

な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。
と
は
い
え
、
せ
っ
か
く
の

カ
ラ
ー
面
。
見
栄
え
す
る
よ
う
に
と
欲
が
出
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
毎
回
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
（
村
）

・
秋
と
い
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
を
連
想
し
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
ど

う
で
す
か
。
残
暑
も
少
し
ず
つ
和
ら
ぎ
し
の
ぎ
や
す
く
な

っ
て
い
く
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
集
中
力
が
高
ま
る
時
期
と

言
わ
れ
ま
す
。
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
に
い
い
で
す
ね
。

H
P
や
ブ
ロ
グ
で
も
講
座
な
ど
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
児
）

町長室から ガキ大将
渡辺　利綱

　
「
渡
辺
さ
ん
み
た
い
な
ガ
キ
大
将
的
な
人
は
大
事
だ

よ
」。
40
年
ほ
ど
前
、
経
団
連
（
日
本
経
済
団
体
連
合

会
）
で
開
か
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た

時
、
あ
る
方
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。
原
発
政
策
が
テ
ー

マ
で
、
メ
ン
バ
ー
は
学
者
や
新
聞
社
の
編
集
幹
部
、
大

企
業
の
役
員
ら
。
大
熊
町
か
ら
上
京
し
て
き
て
、
と
も

す
れ
ば
尻
込
み
し
て
黙
り
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
席
で

し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
そ
の
時
「
な
に
く
そ
」
と
反

骨
心
の
よ
う
な
も
の
が
沸
き
、
町
民
を
代
表
し
て
き
た

の
だ
か
ら
と
腹
を
く
く
っ
て
臨
ん
だ
の
で
し
た
。

　

実
際
、
子
ど
も
の
頃
は
ガ
キ
大
将
だ
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
祖
父
が
村
長
在
職
中
に
他
界
し
て
お
り
、

周
囲
か
ら
「
お
前
も
じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
人
の
た

め
に
な
れ
」
と
言
わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
刷
り
込
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
人
任
せ
に
し
て
後

で
文
句
を
言
う
な
ら
、
最
初
か
ら
自
分
で
や
っ
て
批
判

さ
れ
た
方
が
い
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
か

げ
で
こ
れ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
首
を
突
っ
込
ん

で
き
ま
し
た
。
今
に
至
っ
て
反
省
す
る
こ
と
し
き
り
で

す
が
。

　

町
で
初
め
て
の
特
例
宿
泊
が
、
お
盆
に
合
わ
せ
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
的
で
し
た
が
、
夜
間
に
家
の
明

か
り
が
と
も
る
風
景
が
５
年
半
ぶ
り
に
戻
り
ま
し
た
。

家
々
の
明
か
り
が
身
を
寄
せ
る
よ
う
に
連
な
っ
て
、
長

い
歳
月
を
重
ね
て
町
民
の
絆
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
今
、
途
絶
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ま
ま
で
は
本
当
に
古
里
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
危

機
感
が
募
り
ま
す
。「
俺
も
や
る
」
と
手
を
挙
げ
て
く

れ
る
ガ
キ
大
将
が
、
一
人
で
も
多
く
出
て
く
れ
な
い
か

と
願
っ
て
い
ま
す
。
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